53　インターンシップに関する規定
第○条（インターンシップ）

１．インターンシップの対象者（以下「実習生」という。）は、在学中の者とし、学部・学科は問わないものとする。

２．募集人数は○名程度とし、毎年○月～○月にインターネットにて募集する。

３．募集人数は○名程度とし、大学（大学院、短期大学等を含む。）からの依頼により、実習生を受入れることとする。

４．インターンを希望する者は次の書類を提出しなければならない。

(1)　エントリーシート

(2)　その他会社が必要とする書類

５．会社は、応募者からのエントリーシートをもとに公正な書類審査を行い実習生を決定する。

６．実施期間、時間、日数は以下のとおりとする。

(1)　毎年７月～９月のうちの○日間

(2)　午前９時～午後４時（休憩時間は１時間）

７．インターン期間は無給とする。ただし交通費は実費を支給する。

８．インターン手当は１時間○○円とし別途交通費の実費を支給する。

９．実習内容は以下のとおりとする

(1)　会社の事業内容説明

(2)　工場見学

(3)　配属部署においての軽度な補助作業

10．配属先は関係部門と協議して決定する。

11．実習生について損害保険を付保する。なお受取人は会社とし、治療費用等に充当する。

12．実習生は、実習中に知り得た顧客情報、取引先情報、営業情報、システム情報、人事管理情報や、顧客、関係取引先、その他会社の役員、従業員などの個人情報を正当な理由なく開示したり、他者に漏らしたりしてはならない。実習終了後も同様とする。また会社は終了時において誓約書を求めることがある。

13．実習生が、実習期間中に本人の責に帰すべき事由により会社に損害を与えた場合、会社は本人又は所属大学に損害賠償を請求することができる。

14．会社は実習を修了した実習生に対して、修了証書を交付する。また所属大学から修了証書の提出を求められたときは交付する。
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